
総合的な学習の時間部会

研究主題 「総合的な学習の時間の趣旨を踏まえた授業改善の視点」

1研 究 の 概 要

本 部会 委 員 の所 属校 は、総 合 的な 学習 の時 間 の指導 体制 を新 た に作 りつ っあ る学校 と、先

行 実施 で その 体制 を ほぼ完成 させ 、 改 善の時 期 を迎 えた学 校 に二分 され る。 高校 に よ り段 階

に大 き な差 はあ るが 、 この 時間 の原 点 に帰 り、 この時 間 の趣 旨を踏 まえた 具体 的 な授 業改 善

の視 点 を明 らか にす る こ とは、 重要 な課題 であ る。 本 部 会 では、 この観 点 か ら研 究 に取 り組

む こ と と した。

まず 、検証 授 業 を実施 して具体 的 に授 業 改 善の視 点 を 明確 にす る。 次 に 、各委員 の 所属 校

にお い て、様 々な切 り込み方 で 改善 点 を明 らか にす る。 さ らに、本部会 として考 察を加 え、

これ か らの この時 間の展 望 を提示 す る。

皿 研 究 の 目 的

平 成15年12月 、学 習指 導要領 が一部 改 正 され た。 総 合的 な学習 の時 間につ いて は、 各

教 科 及 び 特別 活動 で身 に付 けた知 識や 技能 等 を相 互 に関連 付 け、それ らが総 合的 に働 くよ う

にす る こ と、 さ らに、 各学校 は総 合 的な 学習 の時 間 の 目標 及 び内容 を定 め、学校 の 実態 に応

じた 学 習 活動 を行 うもの とされ た。 この 一部 改正 の 内容 を踏 まえ、総 合的 な学習 の 時 間 の趣

旨に 沿 った授 業 改 善は 、急務 の課 題 とな っ てい る。

本 部 会 は、 各 学校 が この時 間 の授業 改善 を図 ろ うとす る とき、具体的 に参考 とな る視 点 を

明確 にす る こ とが重 要 で ある と考 えた。 各委 員 が所 属 校 の課題 を構造 的に把握 し、検 証授 業

の成 果 を踏 ま えて 、各学校 が総合 的 な学 習 の時間 を実 践 してい く上で 参考 とな る具体 的 な授

業 改 善 の視 点 を明 らか にす る こ と、 これ が本 研究 の 目的 で あ る。

皿 研 究 の 方 法

まず 、 先行 実施 に取 り組 み 、現 在 、指導 体 制 、方法 、 内容 と もに整 ってい る学 校 で 検証 授

業 を 行 うこ と と した。 この授 業 を生 徒 の実態 等 を踏 ま え、詳 細 に分析 す る。 次 に、 この 時 間

の趣 旨に 照 ら して 、 どこに改善 の視 点 があ るか を本部 会 で検 討 し、具 体的 に授 業 改 善の視 点

を 明 確 に す る。 検 証授 業 につい て は、発 問や 板 書等 につ い て も分 析 を加 え、 この時 間の 趣 旨

に基 づ き、 い わ ば思考 を広 め、 深 め る授 業 で あった か ど うか を明確 にす る。 また、 今回 の 検

証 授 業 に つ い ては 、改 善 を要す る点 を明確 にす るだ けで な く、評価 で き る点 も積 極 的 に明 ら

か に し、 具体 的な 改 善の視 点 として提言 す る こと と した。

次 に 、検 証 授 業 と関連 させ なが ら、 各委 員の所 属校 にお い て行われ てい る総 合 的 な学 習 の

時 間 に つ い て 、様 々 な切 り口か ら改善 点 を明 らか にす る。 先 に述べ た よ うに、 それ ぞれ の 学

校 で は 、 この 時間 に つい て様 々な段 階 に あ り、学校 の実態 も異な って い る。 したが って、 学

校 の 実 状 に応 じた切 り口につ いて も参 考 に してい た だ きたい 。

これ らの成 果 を も とに考 察 を加 え、授 業 改 善の視 点 を分 類 、整 理 し、研 究の構 造 図(次 ペ ー

ジ参 照)を ま とめ た。これ か らの本 時 間の展 望 を提示 しな が ら、持続 的 、継 続的 に授 業 改善 が

図 られ る よ うな提 言 を行 いた い。
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1総 合的な学習の時間の睡 や内容についての、教賄 の共通理解

1 1 1
@学 校の教育目標 ◎学校や生徒の実態 ◎身に付けさせたいカ

目標や 内容が、学 校の教 学校や生徒の実鮨 を十分に 生徒に身に付けさせたいカを

育 目標 に沿ってい るか 踏ま えた 目標や内容になっ 養 える内容 ・方法にな ってい る

てい るか か

、' Ψ Ψ

① 目標が適切 に設定 され 、それ に沿った内容 ・方法になってい るか

計
② 目標や内容ボ、生徒 に理解 されてい るか

画 ③年間計画は適切か

■ ◇ スキルの指導 と自主的 な調 査 ・研 究のバ ランスが とれ てい るか Ψ

一

内 ◇ ワー クシー ト作成 と主体的 な活動 のバ ランスが とれ てい るか
教

授
容

・

④生 徒の主体的な活動 を引き出せ る内容 ・方法になってい るか

⑤学校 内外での体験的な活動 が、適切 に配置 され ているか

員

の

業方
⑥イ ンターネ ッ ト等 を適切 に利 用 しているか

指

法 ⑦3年 間{4年 間)の 中での継 続性、発展性 をもった内容 になっ ているか 導

改
⑧進路指導 ・HR活 動や各教科 ・科 目との連携がはか られ てい るか ■

⑨テーマ設 定な ど生徒の活動へ の教員 の支援が適切 に行 われ るよ うにな ってい る か 運

善
①生徒の活動単位は適切か 営

実
◇ クラス単位 か、グル ープ ごと(多 人数、少人数)か 、個人 ごとか

体

の
施 ◇ グルー プ分 けが、適切 な段 階で教 員の適切な支援 の下で行われてい るか

制

形 ②教員の指導体制は適切か ■

視態
01人1グ ル ー一プ担 当 か 、TTか

校
◇年間 を通 じた指導か 、 ローテー シ ョンか

内

点
③卒業生 ・保護者 ・地城 の人 を、外部 講師等 として劫果的 に活用 してい るか 研

① ワー クシー トが適切 に用意 されてい るか 修

各 ◇ 作成 の 目的や身 に付 け させ るべき能力が 、明確になってい るか
体

時 ◇生徒の意欲的な記述 と主体的な思考や活動を促せる内容になっているか 制一

問 ◇生徒 の記述に対する教員 の フォローがで きてい るか A

の ②教員 に よる説 明 ・指示 ・発 問や板書が効果的に行われてい るか

指 ③生徒が主体的に活動できているか

導 ◇教員が生徒の主体性 を確保するように努めているか

◇生徒の主体的な活動 を引き出すため、教員が具体例の提示などを行っているか

A 爪 爪

⑪生徒による評価 ⑨教員による評価 ◎敏員相互闇の評価

〈〉自己評価 ・他者評価等 ◇作品 ・提 出物 ・観察等 ◇相互の授業見学等

◇教員の自己評価

1 ll
「

1評 価 の考肪 や方法}・つ いての瑠 と、それ}・基づ く・DCAサ イ ク,レの実施1
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W研 究 の 内容

1A高 校の実践と分析

(1)目 標

ア 自己の進 路についての関 心を高め、上紐学校 や職業 につ いて意欲的 に追究 し、自己が果 たすべ き社

会 的役割 と在 り方生 き方にっいて考え よ うとす る態度 を養 う。

イ 構 成的 グループエ ンカ ウンター(以 下SGEと 表記)等 の方法 を活用 して、自己の進路や適性 にっい

て、自分 の個性や 現代社会 の状 況に留意 しなが ら多面的 ・多角 的に考察 し、自分 が果たすべ き社会的

役割 と在 り方生き方にっいて公正に判 断す る能力 を養 う、

ウ 自己の進 路に関連す る資料 を適切に収集 、活用 し、発表や対話 を通 じて上級学校や職業につ いて追

究 しなが ら考 えた ことをワー クシー ト等に記入す ることを通 じて 、自己表現の仕方 を身に付 ける。

工 上級学校で学ぶ学問.様 々な職業 にっ いて 自己を取 り巻 く社 会的状況 を踏 まえた上で理解 し、その

知識 を身 に付 ける、

(2)指 導 と評価 の計 画(第2学 年70時 間分)

ア 授 業 の流 れ

学期 ね らい 月 回 内 容 形態 改 善のポイ ン ト

1 全体 オ リエ ンテー シ ョン 学年 ・学校や生徒の実態 を踏

4 ・2 ユ ニ ッ トご との オ リエ ン テ ー シ ョン ・ね ユ ニ ツ ト( ま えて 目標や 内容 を

らい 確 認 ・SGEl他 己 紹 介 の輪 」 「気 2ク ラ ス を 設定しそれを生徒 に

自己理解 になる自画像 」 4分 割) 理解 させ てい るか。
・受 容
、 他 3 SGE「 無人 島SOS」(自 己理解) ユ ニ ッ ト ・生徒に身 に付 け させ た

1 者理解 ・受 5 4 SGE「 好悪度1位 は?」(他 者理解) い力を養 える内容 、方

容 、 興 味 ・ 法 になってい るか。

関心、職業 5 SGE「10年 後 の 自分 」(将 来像) ユ ニ ッ ト ・体験学習等 を実施 し学

観 6 6 進路適性検査 校外の施設を積極的

7 SGE「 気 になる職 業」(職 業観) に活用 してい るか。

7 8 上鍛学校見学会 見学校別 ・上紐学校 に 目標や 内容

が伝 わってい るか。

9
・

上綴 見学会報告 ・ワー クシー ト 「気 にな ユ ニ ッ ト ・目的や 内容に応 じて様

9 る職業」 々な学習形態を工夫

職業観、適 10 分 野 別 チ ー ム オ リエ ン テL一 シ ョン 分野別チー し、柔 軟に対応 できて

性、学校選 ム い るか 。

2 び ・研 究 、 10 11 ワ ー ク シー ト 〔仕 事 を調 べ て み よ う」 分野別チー ・調べ方 等のスキル を示

選択科 目 12 「学校 を探そ う」「学校 を選 ぽ う」 ム し応 用できる よ うに

決定 14 3学 年次選択 科 目についての説明 して い るか。

15 選 んだ分 野 ・職業 にっいて探究 労野別チー ・生徒 が 自ら進 んで探究

ll 16 探究結果発表 ム 活動に取 り組む怨度

を育 てることができ

た か。

17 SGE「 進路発 達度チ ェ ック1(自 分 の 分野別チー ・形成的評価で 、指導 と

1 課題 ・問題点 とその対策} ム 評価の一体化 を図っ

進路探求. 18 進 略希望 、振 り返 り、 自己評価 てい るか 。

3 進路実現 19 進路実現に向けて 分野別チー ・学習内容に応 じて卒業

への努 力 2 20 進路講話(先輩の進路体験をきく) ム 生や保護者 、地域 と協

力 してい るか 。

21 志望進路受験時の志望理由書作成 分野別チー ・学習の成果を踏 ま えた

3 22 受 験計画書の作成 、振 り返 り,自 己評価 、ム 自己評価ボで きてい

る か 。
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イ 授業の展開例(9月 第9回)

導 入

①出席 を確 認。座席 はクラス ・出席番号順 とす るとよい。 個人 ファイル を返却。

②本 時のね らい を確認す る。

・様 々な職業 を知 る。

・自分の興味 ・関心 を持 った職業 を検討す る。

・目指す職業にな るための過程(学 校 、資格 ・技術 な ど)を 知 る.

展開

① ワー クシー トを配布す る。

パ ソコンを起動 し、インターネ ッ トに接続で きる状況にす る。

② 以下の よ うな説 明を行 う。

「前回ま でに 、自分の将来像 を明確 に描 くこ とがで きた で しょ うか。また前回 は世

の中の様 々な職業 について 自分 の興味 ・関心 の度合い を確認す る作業で した。」

r今 学期 は同 じよ うな進路希 望の人たちが集まっています。その中で も、その職業

にっ いて 明確 に認識 できてい るか、他 の職業 についての興味関心は人に よって様 々

では ない で しょうか。」

「今 回はITを 活用 して、様 々な職業 につ いて考える ことにより、現在の進路希望

にっいて 明確 に詔識 する とともに、他 の職 業についての認識 を持 ち、広い視野 を持

って進路探索 をで きるよ うに しま しょう。」

③ ワー クシー トのア ドレス を参考 に進学情報サ イ トを開かせ る。

④ 「様 々な職種 につ いて、 自由にい くつか検索 してみ ま しょう。」

f自 分の與味 ・関心のあ る職 種、前回 ワー クシー トで内容 が分 か らなか った仕事 、

全 く興 味 ・関心はないけ ど気 にな る職 種な ど…。」

「で きる限 り多 くの職種について検索す るよ うに。世の 中には、自分の知 らない職

種が数 多 くあ ります。もしかす ると知 らなかうた職種 に対 して興味 をもつか も しれ

ませ ん。」

⑤ 自分 が興 味 ・関心を もった職 種について、次の項 目を記録 させ る。

(ア)職 種名

(イ)仕 事内容

(ウ)な るにはチ ャー ト

高校 卒業か ら就 業職種まで、 自分が進む可能性のあ るチ ャー トをすべて記入す る。

⑥ 時間 があれば、その他興味あ る項 目を見 る。

「『00の 仕事 をのぞいてみ よ う1』 『お仕事人のイ ンタ ビュー』『00に ついて先

輩 に相談 しよ う』 な ど、 リンクがあれ ば更に見てみま しょ う。」

⑦ 学習 を通 して、気付いた こと、意外に思 づた ことを ワー クシー トに記入 す る。

(時 間 があれ ば)他 の生徒 と、気づいた こと ・意外 に思った ことを話 し合わせ る。

「どうだった?」 と.生 徒に感 じた ことを尋ねた りす ることで意見交換 を促す.

改善 のポイ ン ト

・校 内研修 会や学年

会で情報 交換 を行

い、1時 問 ごとのね

らい を教員 が確認

して いるか。

・生徒が行 うべ きこ

とを、過不 足な く理

解 できる よ うな説

明になってい るか。

・様 々な メデ ィアに

ア クセスでき るよ

うな学習環 境 を準

備 できているか。

・適切な作業や活 動

の時 間を確 保でき

てい るか。

・作業の様子 を見な

が ら次の作業 を指

示 できているか。作

業の早い生徒 に合

わせ て よいか。

・ワー クシー トに無

理に全記入を強制

しない よ う配慮で

きてい るか。

・生徒が意 見交換 し

た り話 し合 った り

しなが ら学べ るよ

うに してい るか。
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T

ま とめ

①r進 略希望が 『決定済み』 とい う人 もいれば、『とりあ えず』 とい う人 もい るで し

ょ う。いずれ の場合 で も、今考 えてい る職 業だ けで なく、世の中にあ る様 々な職業

について知 り、選択す る事が大切です。」

「進学希 望の生徒 も、今 回の取組を通 して、どの学部 ・学科 ・系統を 目指すべ きな

のか を考え る材料に して くだ さい。」

な どの説 明を加 え、本時や このあ との学 習のね らい を確認す る。

② ワー クシー トを回収 して、終了す る。

・本時の意義 にっ い

て、生徒 に分 か り

やす く伝 えて い

るか。

ウ 授 業観 察者 の分析 と考察

本時 の展 開(午 後2時5分 か ら午後2時55分 ま で)は 、授 業 冒頭 は各 ホー ムル ー ム

教 室 で担 任 か ら分野別 グルー プの確 認 を受 け、それ か ら生徒 た ちは分野別 に割 り振 られ

た教 室 に分 散 して い く。 その ため 、実際 に筆 者の観 察 した保 育 ・幼 児教 育系 の グル ー プ

で 学習 作 業が は じまっ たのは本 時が は じまって15分 後 で あ った。 担 当教員 は、 観 察校

の 有力 な部 活動 の指導 者 で、 個性 的 な性 格か ら、生徒 とは充分 な関係性 を有 して い た。

担 当教員 が生徒 に ゅ さぶ りを与 えた 発問 と して 、以 下 を指摘 で きる。

⑪15分 後 「この教 室 に集 まった 人た ち は、 も う職 業 が決 ま って い るぞ」

⑤32分 後 「『子 ども』 ってい って も、それぞ れ にい ろんな事情 が あ るんだ か らな」

⑥41分 後 「その職 業 につ くため の条件 を調べ て みな よ」

④の発 問は 、分 野別 グルー プ学 習 のは じま りの発 問 で あ る。 この グル ープ が幼 稚 園 や

保 育所 とい う特 定の職 場 で働 く人 「幼 い子 どもた ちの先 生」 を 目指 す とい う特 殊 性 を 生

徒 た ちに示 してい る。 生徒 た ち に この教 室 に集 ま った 「意蜘 を与 えてい る。

③の発 間は 、パ ソコ ンで の作 業 中に発 せ られた もので あ る。 ステ レオ タイ プ に陥 りが

ち なr幼 い子 どもた ちの先生 」観 を打破 し、自立支援 施設 に暮 らす児 童や 療育 手帳 を有す

る児童 を視 野 に入れ る よ う、生徒 た ちの思 考 の 「枠 」 を広 げてい る。

@の 発 問 は、パ ソコ ンでの 作業 を ワー ク シー トにま とめ る作業 中 に発 せ られ た もの で

ある。 この教 室 に集 ま うた 「意 味」 を考 え、 「枠」 を広 げ、 「どんな 大学や 専 門学校 が い

い か」 で は な く 「条件 」 とく くる こ とに よって、今 後 、選 択す べ き トラ ックを 「探 究」

す る態 度 を形 成 させて い る。 また 、 これ らの発 問 と ともに、 適切 に板 書 を行 い 、教科 指

導 の 延長 に総合 的 な学 習 の時 間 が ある こ とを意 識 させ られ た。 それ はま さに、 平 成15

年12月 に 一部 改正 され た学習指 導要領 で 、総合 的 な学 習 の時間 が 「全 教育 活動 との関

連 の 下」 に全 体 計画 を作成 す る もの とされ てい るこ とに結 び つい てい る。

以 上 の よ うに、思考 を狭 める発 問が 一っ もな く、それ は、総合 的な 学習 の時 間 の本 質

につ らな る もので あ り、担 当教 員 の 、学ぶ 「意 味」 を確 認 し、生 徒の 思考の 「枠Sを 広

げ、 それ を 「探 究」へ と深 め てい る実 践 は、今 後 の研 究 に示唆 を与 え る。た だ し、本 実

践 に お いて 、生 徒が本 時 を どの よ うに 自己評価 で き るか 、つ ま り、指 導 と評 価 の一 体 化

とい う課 題 は残 って い る
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2B高 校 の 授 業改 善の視 点

(1)B高 校 の現 状

本校 の 総合 的 な学 習の 時 間は 、生 徒 が夢 を実現 して い くた めに 、「橋渡 し」の役 割 を果 た

す とい う意 味 を込 め 「ブ リッジ」 と命 名 し、 開校1年 目の 平成16年 度 よ り実 践 して きた。

新 設校 の た め、完成 年 度 まで 多 くの教員 が転 入す る。 年 度 当初 に、転 入者 を対 象 とした

「ブ リッジ」 の研 修 会 を実施 して い る。 その 際、次 の 内容 を確認 して い る。

・認 識 と体 験 、個人 と集 団 のバ ランス に配慮 しなが ら、体 験活 動 を確保 す る こ と。

・ワー クシー ト作成 の 目的 を再認 識 し、身 に付け るべ き能 力 を明確 にす るこ と。

・運営 指 導体 制の定 着 を図 り、PDCAサ イ クル を計 画的 に実施す る こ と。

・評価 の 考 え方 と方 法 、 手続 を 開発 し、学校 全体 で確認 す る こ と。

・各教 科 ・科 目 との 関連 を図 る こ と、例 えば、現代社 会 の ス キル のペ ー ジ を活 用す る こ と.

{2)B高 校 の成果 と課 題

ア 主 な成果(さ らに発 展 させ てい く視 点)

・年 度 末のrブ リッジ」発 表 会 に向 けて、 目的意 識 と意欲 の高 ま りが見 られ る。

・発表 会 を体験 した 一期 生 は 、他 の 生徒か ら学ぶ 姿 勢(相 互 評価)の 姿勢 を持 っ。

・表現 力の 育成 の学校 方針 と関連 して、発 表す る力 が育成 されつ っ あ る。 例 え ば、地 域

調査 、文 化祭 の方 針 、 ア メ リカ ンサ マー キ ャンプ等 での発 表機 会 の設 定等。

・ワー クシー ト等 の取組 に よ り、書 く能力 の向 上がみ られ る。例 えば、大 学教 授 の講話 を

聞 き、板 書 がな くて もま とめ るカな どが 向上 してい る。

・大 学 レペ ル の授 業 を理 解 しよ うとす る意欲 や 姿勢 、質 問す るカ が育 ちっ っ あ る。

イ 主 な課題(授 業改 善 の視 点)

・生徒 の主 体的 な活動 を 、 どの場面 でい か に確保 す るか の共通理 解 が不足 して い る。

・体 験活 動 の選択 肢 をい かに保 証す るか 、大学や 関係 機 関 との連 携 が さらに必 要 で あ る.

・志 望 系統 別 グル ー プ を どの程 度 き めこまか くで き るか 、検 討 を加 え る。

・ワー クシー ト作 り と主体 的活 動 《体験活 動 を含 む》 のバ ランス を工夫す る。

・1年 次 と2年 次 の 内容 をい か に明確 に発 展 させ るか を研 究す る。

・「ブ リッジ」 の時間 と進 路指 導 計画 との有機 的 な関 連 をい か に図 るか を検 討す る。

・この時 間の本 来 の 目標 を常 にチ ェック し、改善 を 図れ る様 な組 織 作 りを 図る.

(3)授 業 と具体 的 な授 業改 善 の視 点

プ リッジセ ミナー とは、12の グル ー プに よる分 野別 ご とに 、大学等 の先生 を 呼び 、講 話

を聞 き 、協議 して 具体 的 に進 路 を考 え る ことを 目的す る もの で あ る。 ア ンケー トを実施 し、

具体 的 な改 善の視 点が浮 き彫 りに な った。

ア 事 前準備 がや や 不 十分 で あ った こ とが、 質問 がで きな か った こ とにっな が って い る。

イ 講義 を理解 で きた と生 徒 は認識 してい るが、 内容 の あ る質問 がで きなか った。

ウ 内容 の あ る講 義 が 多か った が 、他 の分 野 の講 師か ら学 ぶ能力 がや や 不足 して い る。

来年 度 改 善の視 点 と して 、本 来の グルー プ分 け の時間 を十 分 に とる こ と、生 徒 が 主体 とな

って グルー プ を選 ぶ こ と、教 師 が適切 に支援 でき る よ うに研修 を深 める ことが必 要 で あ る。

また 、 「ブ リッジ」企 画会議 を毎 週月 曜 同に確保す る こ とも重要 で あ る。
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3C高 校 の授 業改 善の視 点

(1)C高 校 の 現状

全 体 の構 成 未 来 を 拓 く

一人一人が 自己の可能性 を開花 し、た くま しく将来 に向かっていきてい くた め

の手助 け をす る時間 と位 置付 けてい る。

学 年 別 テ ー マ 担任ヵ宝担 当し、各

単位 で行 う。 生徒 は、 テーマ に沿った

ワー ク シー ト用紙 に文 章を記入 してい

く。1学 年 で自己を見つめ、2学 年で 自

己の 可能性 を探 り、3学 年 で、自己の進

講 座 別 学 習 各教員 が、個人の

特 技 、趣 味 、教科 を 生か した講

座 を開講 し担当す る。50分 間 を

1ポ イ ン トとし、必ず振 り返 り学

習(レ ポー ト、 ワー ク シー ト、

感想 文)を 行 う。

(2)C高 校 の成 果 と課題

主 な成 果 と しては、1年 生 か ら自己理解 を深 め、卒業後 の進 路を見据 えた進路 学習 を行 うこ

とに よ り、進 路未 決定者 の減少 、進学 率の上昇 す る傾 向 が見 られ た。 また 、振 り返 り学 習(レ

ポー ト、 ワー クー シー ト、感想 文〉 を行 うこ とで、生徒 の 「書 くカ 」の 向上 につな が り、結果

としてAO・ 推薦 入試 の合格 率が 上昇す る傾 向が見 られた。 一 方、学校 全体 の取組 として は 、

問題 点 をお互い に 自由に出 し合い改 善策 が話 し合 われて い くと、さらに この時間 の充 実 が 図 ら

れ る こ ととな る。

主な課題 具体的改善の視点

生 徒の 自主的 、主体的 な活動の視点にたった内 向窓会人材 パ ンクを作 り、継 続的 に講 演会 を闇催 し先輩

容にす るには ど うす るか。 か ら色々な生 き方 を学ぶ。1年 の絡 わ りに発衰会 を催 す。

ワー クシー トが穴 うめ作業に陥ってい る。主体 ウー ク シー トは 、「自 己分 析 の 基 礎 デ ー タ作 り」と捉 え る 。

的 に取 り組 ませ るには どうすべ きか 。具体 例 担 任 が生徒 と往復 書簡 を行い 、生 徒が 自己を見つ める手

f1学 年 入 学 直 後 の2回 の ワー ク シ ー トは 、 助 けをす る。 さ らに、小 グルー プの生徒間 同士で交流 を

70%の 生 徒 が負担 と感 じた。」 行い 、他者か ら見 た 自分 の姿を知 る。

学年別 テーマは、進 路指導の 内容 とHR活 動の 学習 内容 は、進路 指導の 内容 のみ を扱 うこ ととす る。 空

内容 を統合 して構成 され てい る。両者の枠組み い た時間に は、調 べ学習 を取 り入れた事 前学習 を詳細 に

動い宮い

の 曖昧 さを解消 し、明確 にす る。 行い 、r進 路ガイダ ンス」の内容 を更 に充実 させ る。

講座 別学習 では、生 徒の興味 ・関心によ り履修 「国 際 理 解 、情 報 、 社 会 環 境 、福 祉 、 健 康 ・ス ポ ー ッ 、

希望が偏 り、希望 しない講座 を受 ける生徒の意 古典 芸能 ・道(ど う)」 な ど、群 を 作 り、 そ の 中 で バ ラ ン

欲 が低下 してい る。講座の内容、評価、生徒へ ス良 く講座 を開設 してい く。 指導内容 、形態、方 法 の研

の 指導 等 に生 じる講座 のば らつ きを ど うして 究 を し、指導教員 の共通理解 を図 る。

い くか。
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4D高 校 の 授 業改善 の視 点

(1)D高 校 にお け る総 合科 目の設 置概 要

総 合学 科 におい ては 、総合 的 な学 習 の時 聞 にお ける学 習活 動 と して,原 則 として 「生 徒

が 興味 ・関心,進 路等 に応 じて設 定 した課題 につ いて,知 識 や技 能 の深 化,総 合 化 を図 る

学 習活動 」 を含 む こ と、 と学 習指 導要領 に規 定 され て い る。そ のた め総 合学 科 高校 で あ る

D高 校 で は 、以 下の よ うに総合 科 目及 び総合 的な学 習 の時 間 を各 年 次 に2科 目ず つ 計

12単 位 設置 してい る。

1年 次 「産 業社 会 と人間j・ ・自己認識 や 人間 関係 作 りと地 城理解 学 習及 び進 路 学習

「系列 学 習基礎 」 一系 列 科 目の総合 的 な学 習か ら次年 度以 降の履 修や 進 路 を考 える

2年 次 「ボ ランテ ィア ・福祉 活動J・ ・ボ ランテ ィアや 福 祉 につ い ての 基礎知 識 と社 会体 験

「総 合的 な学 習の 時間(基 礎研 究)」 ・・調 査研 究方 法 の学 習

3年 次 「生 活実 践」 ・・生 活 にお け る知識 と工夫及 び マ ナー 学習

「総合 的 な学 習の 時 間(課 題研 究)」 ・・各 自の課題 を探 求 し、形 あ るもの として 発 表

(2)D高 校 にお け る総合 的 な学 習 の時 間 のね らい

総 合 的 な学 習 の時 間の 前半2単 位 とな る講 座 で ある 「基 礎研 究 」で は 、課 題探 求型 の 学

習 の 基礎 と して 、『自ら課題 を見 つ け、自ら学 び 自 ら考 え させ るこ とで 、問題 を解 決す るカ

を育 て る』『情 報 の集 め方 、調 べ方 、ま とめ方 、報 告や発 表 ・討論 の仕 方 な どの 学び 方や も

の の 考 え方 を身 につ け させ る』 の2つ をその ね らい と してい る。 今 回 の研 究で は この 「基

礎 研 究」 につい て の授 業改 善の 流れ につ いて 報告 す る。

ま た 、後 半2単 位 の講 座 「課 題研 究」 で は、『自ら課 題 を見 つ け 、学 び ・考 え、主 体 的

に判断 して 問題 を解決 して 、 レポー ト、作 品、演奏 な どの かた ち あ るもの と して ま とめる

こ と』 をね らい と し、生 徒の 希 望 を重視 し、D高 校 の中心 とな る3っ の 系列(生 活 福祉 ・

創 作 表 現 ・製 作技術 〉 か ら6つ の分 野(生 活 ・福祉保 育 ・音楽 ・美術 工 芸 ・ものづ く り ・

情 報)に ほぼ均等 に な る よ うに分 け 、1年 間か けて 自分 の設 定 した課題 追究型 の調 査 ・研

究 ・製 作 を行 ってい る。文 化祭 での 中 間発 表 を経 て、年度 末 の学 習成 果発 表会 で の発 表(口

頭 ・展示)を 行 うこ とを最 終 の 目標 と してい る。過 去3年 間大 きな変更 は行 われ て い ない 。

(3)成 果 と課題

実施 の前年 度 よ り、総 合 的な 学習 の 時間 に関す る事 項 を検討す る委 員 会 を設置 し、指 導

内容 、 実施 形態 等 を決 定 した。 実施 年度 ご とに、生徒 に よる授 業評価 ・生徒 の 自己評価 ・

教 員 の 自己評価 ・授 業 時 間内 での指 導 と評価 ・校 内研 修 な どに基 づ き、 見直 しを重 ねて き

てい る。 そ れ に伴 い、 指導 内容 の 充 実が 図 られ 、生徒 か らの評価 も上 が って い る。 具体的

な4年 間の 改善 の 流れ は次 ペー ジの表 に ま とめて あ る。 改善 に関 しての最 大 の課題 は、各

年 度 に よ り、指 導 す る教員 だ大 き く変 動す るこ と と、生 徒 の質 も異 な り、そ の生 徒集 団や

個 に応 じた指 導 を計画 す るた め の時 間の確保 が難 しい こ とであ る.

(4)今 後 の 改 善 の 視 点

テ ィー ム テ ィー チ ン グの効果 的 な活 用 を含 めた 、指導 形態や 指 導方 法 の研 究 を行 う必要

が あ る。 また 、生 徒 に よ る授 業評 価 を活 用 し、指導 内容 の検 討 を行 い、指 導 教 員の 共通理
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解 を 図 らな ければ な らない.集 団 指 導で は、 一部 の担 当者 の 指導案 や 配布 資料 を 各教 員 が

理 解 の浅 い ままで その まま使用 す る場合 も生 じがち であ る。 担 当す る生徒 は 当然異 な るの

で あ るか ら、事前 に よ く検討 し、 必要 に応 じて変 更 しな くて は な らない。 そ の指導 結 果 は

次 に反 映 し、個 に応 じた 指導 の充 実 を図 る。

(5)4年 間 の改 善の流 れ

1年 目 2年 目 3年 目 4年 目

1ク ラ ス を3つ の グル 1ク ラスを3つ のグル 1ク ラ ス を3っ の グル 2ク ラス を10の グル

指 一プに分 け、3人 の教員 一プに分 け、前期は3人 一プに分 け、1年 を通 し 一プに分け、前期 は5人

導 ポ ロー テー シ ョン で指 の教員 が1グ ループを てそれぞれ を3人 の教 の教員がTTで 指導 を

形 導 を行 う、 担当 し、後期 は3人 の教 員が1グ ルー プずつ担 行 う。後期は1人 の教員

態 員がTTで 指導 を行 う。 当 し指導 を行 う。 が2つ のグループを担

当 し指導を行 う。

各 ロ ーテ ー シ ョン の 中 前期は調 査 ・研究の仕 方 前期は調査 ・研 究の仕方 前期は調査 ・研究 ・発 表

指 で調べ学習の方法を学 を学習 し、後期は個人 ご を学習 し、後期は個人 ご の仕方を学習 し、後期は

導 習 す る。 とにテーマを決めて前 とにテーマを決 めて前 グループ ごとにテー マ

方 期の学習を生か した調 期の学習を生かした調 を決めて前期の学習を

法 べ学習 と発表 を行 う。 べ学習 と発表 を行 う。 生か した調べ学習 と発

表 を行 う。

領域に応 じた調べ学習 領域に応 じた調べ学習 調ぺ学習の方法を実践 調べ学習の方法にっい

指 の方法 を選択 し、実践 を の方法を選択 し、実践 を を通 して学 び 、調 査 ・研 て、実践 を通 しな瀞 ら学

導 通 して、調査 ・研 究の方 通 して、調査 ・研究の方 究 ・発表の 方法 を身に付 ぶ。1っ の学習課題毎 に

目 法 を身 に付け る。 法 を身に付ける, け る 。 グル ー プ発 表 を行 い 、コ

標 ミュニ ケー シ ョンや プ

レゼ ンテー シ ョン能 力

の育成を重視す る。

学 健康 ・文化 ・環境につ い 健康 ・文化 ・環境 につい 学校生活など身近なテ 学校生活など身近なテ

習 て学習する。 て学習す る。 一マを学習材料にす る 一マ を学習材料にす る。

領 が、生徒や 指導す る教員

域 に よ り異 な る。

ア ンケ ー ト K∫ 法 KJ法 数値処理

主 イ ンタ ビュー ア ン ケー ト ア ンケ ー ト (測 定 ・集 計 ・図 表)

た 文献 ・新聞調べ デー タ処理 デー タ処理 討議(ゲ ー ム ・KJ法)

る PCソ フ ト (統 計 ・図 表) (統 計 ・図 表) 調査

学 文献 ・ウェブ ・新 聞 文 献 ・Web (ア ン ケ ー ト ・Web・

習 企画書 プ レゼ ンテ ー シ ョン イ ンタ ビュー ・文献)

内 プ レゼ ンテ ー シ ョン (掲 示 物 ・PCソ フ ト) 発表方法

容 (掲 示 物 ・PCソ フ ト) (口 頭 ・パ ネル ・紙 芝 居

・PCソ フ ト)

ロー テ ー シ ョン に よ り 学習領域 と生徒の興味 個 人研究 では コ ミュニ 前期 が大人数 になる。T

問 3っ の領域を学習す る ・関心が異なる場合が多 ケー ション能力の育成 Tを うま く生か しきれ

題 ことが出来るが、各期間 い 。 に っ な 力宝りに くい。指 導 な い。

点 が短 く、掘 り下げた学習 す る教員 による差が大

が出来ない。 き くな る。

ロー テ ー シ ョン方 式 を 1人 の教員が責任を持 前期 か らプ レゼ ンテー

改 やめ て、前期をスキル ト って1年 間指導 を行 う シ ョンに重点 を置 き、ま

善 レー ニ ン グ、後 期 を個 別 よ うに した。 た、グループでの発表で

点 研究 と した。 は必ず毎回、相 互評価を

行 うこ とに した。
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V研 究 の 成 果 と 課 題

1研 究 の 成果

本 部会 では 、前年 度 の部会 で提 示 され た 、ア 学習 指導 要領 の趣 旨 を踏 まえ 、各学 校 の教

育 目標 ・経 営 計画 と関連 付 けた 実践 が 大切 であ るこ と、イ 様々 な実 践 の交 流 が重 要で ある

こ と、な どの課題 を受 け、(1)こ の時 間の 目標や ね らいが学校 や 生徒 の実態 を踏 ま え.たもの

とな ってい るか 、(2)こ の時 間 の 内容や 方法 が、学校 目標 に沿 って想 定 され た 生徒 に身 に付

け させ たい カ を充 分培 うこ とがで きる もの とな って い るか 、 との 観点 か ら、各委 員 が所属校

の 実 践 を検 証 し、具体 的 な授 業 改 善の視 点 を明 らか にす るこ とが 目的 であ った。 各校 の実践

を委 員 会 で検 討 した結 果 、次の こ とが 明 らかに なっ た。

A高 校 …年間 目標 ・計画や1時 間 ごとのね らい が明確 であ るだけでな く、各時間の授 業の進 め方がマニ ュ

アル化 されて いるた め授業の進行 が統一 され てお り、担 当教員 はそれ を踏 ま えて工夫が できる。

B高 校 …学校 目標 と この時 間の 目標 や内容が より緊密 に結び付い てお り、謝識 と体験 、進路理解 と自己表

現 、 とい うふ うに生徒が身 に付 けるべ き力を明確に した運営指導体制 が槽 築 され ている。

C高 校 …進 路指導やHR活 動 との連携が図 られ た内容や方法が取 られ てお り、卒業生 との交流や ワー クシ

ー トを効果的 に活用す るこ とに よって 、生徒の基本的生活能 力や 自己表現力の 育成 が図れ るよ うな

内容にな ってい る。

D高 校 … この時間の趣 旨を3系 列 の講座学習 に振 り分ける構 浩 となっていて、3年 間の 中での継続性 、発

展性 を もった内容 になってい るだ けで な く、その内容や方 法について、学習 単位か ら指導 目標 まで 、

毎年 度の生徒 の実 態を踏 ま えて よ りよい ものに改善 してい くための検討 組織ぷ砧 立 され てい る。

この ことか ら、次 の諸 点 が本部 会 の成果 と して あげ られ る。

ア 進路 学 習 であれ 課題 研究 で あれ 、 自己の在 り方 生 き方や 興 味 ・関 心 と課 題 追 究 とのバ ラ

ンス を重視 した指 導計 画 、指 導 内容 ・方法 の改善 は強 く求 め られ て い る。この点 に関 して、

本稿 で 紹介 した各 校 の この時 間 につ いての実 践 と、実 際 に行 われ て い る、あ るい は これ か

ら行 うべ き改善 の方策 や ポイ ン トにつ いて 明示す る こ とがで きた。

イ 生 徒 の興 味や 関心 を高 め、 生徒 が どの よ うなカ を身 に付 けるべ き か を明確 に しな が ら主

体 的 な学 習 を促 す 教材 の 開発 につ い て、 また その 教材 を生 か し、授 業 を進 め てい くための

改 善 の ポイ ン トを示す こ とが で きた。

2研 究 の課 題

本 部 会 の 研 究 開 発 で 、 同 時 に課 題 も明 確 に な った 。

ア 生 徒 の 主 体 的 な 活 動 を確 保 す る こ と.例 え ば 、認 識 と体 験 、個 人 と集 団 の バ ラ ン

ス に 配 慮 しな が ら、 体 験 的 な 学 習 を促 す 必 要 が あ る こ と。

イ ワー ク シ ー ト作 成 の 目 的 を再 認 識 し、生 徒 の身 に 付 け るべ き カ を 明 確 に して 、全

体 計 画 を 改 善 す る 必 要 が あ る こ と。

ウ 運 営 指 導 体 制 の 定 着 を 計 り、PDCAサ イ ク ル を 計 画 的 に 実 施 す る必 要 が あ る こ

と。

工 評 価 の 考 え方 と方 法 、 手 続 き を 明 確 に し、教 員 全 体 で 確 認 す る こ と。

オ 各 教 科 ・科 目、進 路 指 導 やHR活 動 との 関 連 を 明 確 にす る こ と。 例 え ば 、公 民 科

現 代 社 会 に お け る 課 題 追 究 の ス キ ル 学 習 部 分 の 活 用 な ど。
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